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１
．
は
じ
め
に

　

釧
路
市
街
地
北
部
の
昭
和
地
区
に
位
置
す
る
当
町

内
会
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
医
療
福
祉

施
設
、
公
共
施
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
便
利
施

設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
昭

和
中
央
６
丁
目
は
住
宅
地
に
特
化
し
、
閑
静
で
ゆ
と

り
あ
る
低
層
住
宅
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
、
釧
路
市
内
で
も
屈
指
の
良
好
な

住
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
小
学
生
が
１
３
４
名
、

幼
児
が
１
２
８
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
は

36
・
６
歳
で
、
子
育
て
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

２
０
１
４
年
に
創
設
さ
れ
た
若
い
町
内
会
で
す
。

２
．
効
果
的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
町
内
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
収
束
し
た
今
、

町
内
会
活
動
や
地
域
活
動
は
大
き
な
見
直
し
の
局
面

に
入
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
よ
り
強
固
で
効
果
的
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
新
し
い
方
針
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

◆
回
覧
板
の
見
直
し

　

新
た
に「
町
内
会
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
は
、
月
額
５
，

０
０
０
円（
税
別
）で
す
。

　
回
覧
板
は
従
来
、
情
報
の
伝
達
に
時
間
が
か
か
り
、

１
周
す
る
の
に
約
３
週
間
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
地

域
情
報
を
発
信
で
き
、
回
覧
板
か
ら
の
感
染
リ
ス
ク

を
気
に
せ
ず
に
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

全
住
民
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
重
要
な
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
案
内
に
つ
い
て

は
戸
別
、
紙
媒
体
で
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
地
域
住
民
と
１
対
１
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

家族で地域美化、清掃活動に参加
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や
り
取
り
が
可
能
で
、
例
え
ば
、「
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
意
見
」や「
公
園
に
忘
れ
物
が
あ
る
」と

い
っ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
活
か
し
て
、
よ
り
効

果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
災
害

発
生
時
に
は
キ
メ
細
か
い
情
報
の
や
り
取
り
が
で
き

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
町
内
会
費
の
コ
ン
ビ
ニ
払
い
化

　

当
町
内
会
の
年
会
費
は
１
ヶ
月
２
５
０
円
で
、
年

額
３
，
０
０
０
円
で
す
。
こ
れ
ま
で
輪
番
制
の
班
長

が
分
担
で
２
２
０
世
帯
を
戸
別
訪
問
し
集
金
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

た
め
に
集
金
代
行
業
者
に
委
託
し
、
コ
ン
ビ
ニ
払
い

を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

会
計
役
員
の
領
収
書
発
行
や
帳
簿
記
帳
の
手
間
が
な

く
な
り
、
入
金
確
認
も
ウ
ェ
ブ
で
簡
単
に
管
理
で
き
、

役
員
や
班
長
の
手
間
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
利
用
料
は
１
世
帯
あ
た
り
４
５
０
円（
請

求
書
印
刷
→
郵
送
込
み
）で
、
会
員
全
世
帯
数
を
考
慮

す
る
と
10
万
円
近
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
各

家
庭
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
24
時
間
い
つ
で

も
支
払
い
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
で
す
。

◆
町
内
街
区
公
園
整
備　
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
設
計

　

２
０
１
４
年
、
町
内
会
か
ら
市
に
子
ど
も
た
ち
の

安
全
な
遊
び
場
や
地
域
住
民
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の

場
を
確
保
す
る
た
め
の
公
園
造
成
の
陳
情
を
行
い
、

２
０
２
１
年
１
月
、
町
内
の
公
園
用
空
き
地（
０
・
23

ｈ
ａ
）に
遊
具
施
設
の
整
備
が
決
定
さ
れ
、
市
と
住
民

の
説
明
会
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
時
期

で
、対
面
で
の
集
会
が
難
し
い
状
況
。こ
う
し
た
中
、『
町

内
会
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
』を
積
極
的
に
活
用
し
、
市
か
ら

提
供
さ
れ
た
遊
具
カ
タ
ロ
グ
や
配
置
図
を
住
民
と
共

有
。
さ
ら
に
、町
内
会
主
催
で
住
民
説
明
会
を
全
５
回
、

『
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
配
信
』を
通
じ
て
実
施
し
、

親
子
で
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　
『
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
配
信
』費
用
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
を
通
じ
て
の
配
信
で
あ
り
、

Ｐ
ｒ
ｏ
プ
ラ
ン（
２
０
０
０
円
／
月
）の
契
約
が
必
要
。

　
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
コ
メ
ン
ト
を
受
け
付
け
、
遊
具
の
選
定
や
配

置
、
そ
し
て
公
園
の
愛
称
決
定
ま
で
、
子
ど
も
た
ち

の
意
見
を
大
い
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子どもの笑顔、溢れる。地域住民で設計した公園

夏の朝、元気いっぱいのラジオ体操

夏の思い出、焼肉親睦会
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こ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
町
内
会
役
員
と
住

民
、
市
が
円
滑
な
連
携
を
保
ち
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン

で
設
計
し
た
公
園
が
構
想
１
年
で
施
工
か
ら
完
成
ま

で
実
現
し
ま
し
た
。

　

公
園
の
愛
称
は
公
募
で『
ゆ
う
ひ
公
園
』と
名
付
け

ら
れ
、
町
内
会
の
会
員
で
あ
る
幼
稚
園
年
長
さ
ん
が

命
名
し
ま
し
た
。
こ
の
名
称
は
、
命
名
者
と
お
母
さ

ん
が
公
園
か
ら
親
子
で
見
た
、
釧
路
の
世
界
三
大
夕

日
に
感
動
し
た
経
験
に
基
づ
き
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
得
票
を
集
め
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

３
．
子
ど
も
主
導
に
よ
る
町
内
会
活
動

　

当
町
内
会
は
、
小
学
生
１
３
４
名
、
幼
児
１
２
８

名
お
よ
び
そ
れ
ら
の
家
族
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
高
学
年
に
な
る
と
、
毎
年
子
ど
も
代
表
と
な
る

キ
ー
マ
ン
が
現
れ
、
建
設
的
な
意
見
が
飛
び
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
６
年
生
の
男
子
か
ら
、「
約
束
の
時
間
を
守
れ
な
い

か
ら
公
園
内
の
電
柱
に
時
計
を
つ
け
て
欲
し
い
」と
い

う
意
見
が
出
ま
し
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
て
、
筆
者

は
早
速
、
次
年
度
の
定
期
総
会
で
議
案
に
取
り
上
げ

設
置
で
き
ま
し
た
。

　

土
日
に
は
筆
者
自
身
も
子
ど
も
を
連
れ
て
公
園
へ

散
歩
に
行
く
と
、
町
内
会
の
人
だ
と
気
づ
か
れ
、
大

勢
の
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
ま
す
。
２
～
３
時
間
は

解
放
さ
れ
ま
せ
ん
。
中
学
生
や
高
校
生
も
参
加
し
、

井
戸
端
会
議
。

　
「
な
ぜ
筆
者
の
近
く
に
集
ま
る
の
か
？
」と
尋
ね
る

と
、「
相
談
所
み
た
い
な
と
こ
ろ
だ
か
ら
」と
の
返
答

が
あ
り
ま
す
。
く
だ
ら
な
い
話
の
中
に
も
、
町
内
会

で
で
き
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
と
共
に
模
索
し
、
都

度
、
大
人
の
役
員
に
提
案
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
通
じ
て
、
地
域
の
大
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

４
．
今
後
の
課
題
と
目
標

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
町
内
会
の
加
入
率
向
上
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
中
盤
以
降
、
人
口
減
少
や

担
い
手
不
足
の
影
響
で
町
内
会
は
衰
退
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
20
代
か
ら
30
代
の
平
成
生
ま
れ
の

人
た
ち
は
、
小
学
生
の
頃
に
町
内
会
の
活
動
を
経
験

せ
ず
、
大
人
に
な
り
、「
町
内
会
っ
て
ど
ん
な
組
織
な

の
か
」と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
な
い
方
も
い
ま
す
。

逆
に
、
当
町
内
会
の
子
ど
も
た
ち
は
将
来
、
自
分
た

ち
が
住
む
町
に
町
内
会
が
な
い
こ
と
に
驚
く
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
の
交
流

を
増
や
し
、
意
見
を
述
べ
る
キ
ー
マ
ン
と
な
る
子
ど
も

を
地
域
で
育
て
る
こ
と
で
す
。昭
和
中
央
６
丁
目
か
ら
、

児
童
会
長
や
生
徒
会
長
、
社
会
人
と
な
っ
た
際
に
も

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
な
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
、
地
域

全
体
で
支
援
し
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
釧
路
昭
和
中
央
６
丁
目
町
内
会総

務
部
長　
今
野
友
貴
）

子どもたちの手で企画運営した縁日夏の風物詩、初開催の盆踊り


